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ある。 両群を比較して、 その差異は、 全くないこ

とが分かる。

これによって、 他の地域産の成虫や蛹が放たれ

たことがないか、 もしくは放たれたとしても、 岡

崎市産の特徴を崩すものではないことが分かっ

た。

7 池金町産ギフチョウの今後の盛衰状況につい

ての予想

本種の天敵となる昆虫は知られていないことや

飼育が容易で、 卵から蛹までは、 生育環境の変化

に強いことから、 地球温暖化などの天候の変化に

は、 あまり影響を受けない種ではないかと考えら

れる。

三河地方でマメチビタマムシとサシゲチビタマムシを採集

Trachys reitteri Obenberger 

2exs：豊田市松平町、 2.IX.2005

17exs：豊田巾羽布ダム 、 23.IX.2005（旧下山村）

愛知県でクチキクチヒゲムシを採集
城 殿

筆者は、 愛知県では稀と思われる、 クチキクチ

ヒゲムシSandalus segnis Lewisを採集すること

が出来たのでここに報告する。

lex：翌田市上八木町、 29.V.2005（旧足助町）

そこで、 本種の発生の盛衰は、 人間による乱獲

を防ぐことやヒメカンアオイの生育環境の維持を

図ることによって、 現在の状況を今後も保つこと

ができるものと思われる。

参考文献

「ギフチョウ・ヒメギフチョウ」

著者：田淵行男 発行：講談社

「日本産蝶類大図鑑」

著者：藤岡知夫 発行：講談社

「岡崎市の蝶」

著者：杉坂美典 発行：岡崎市教育委貝会 

城 殿 土
u

‘
‘
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筆者は、 愛知県三河地方において、 愛知県内で lex：悶田市小田木町、 25.IX.2005（旧稲武町）

も採集記録のあまりないマメチビタマムシを三河 lex：農田市上八木町、 25IX.2005（旧足助町）

地域の数ヶ所で採集することが出来たのでここに いづれも、 やや日陰のマメ科植物の葉上にて採集。

報告する。 2． サシゲチビタマムシ

また、 同様に県内においてあまり採集記録のな Trachys robusta E.Saunders 

いサシゲチビタマムシを1ヶ所であるが採集する lex：岡崎市村積lll、14.V.2005 

ことができたのであわせてここに報告する。 シイのスイ ー ピングにより得られた。

1.マメチビタマムシ

参考文献

愛知県農地林務部自然保護課(1990)愛知県の昆虫（上）

浩

県道の路上を歩行中？の個体を採集した。

参考文献

愛知県農地林務部自然保護課（1990)愛知県の昆虫（上）
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広く分布のみられる種である。

36 ， クロボシトビハムシ

Longitarsus bimaculatus (Baly,1874) 

盟橋市明海町， ll-Vl-1998, lex. 

三河港造成地内ではこの一 例のみである。 愛知

県からの記録上でも少ない。

37. オオアシナガトビハムシ

Longitarsus nitidus Jacoby,1885

豊橋市神野ふ頭町緑地公園5-VII-2005, lex. 

ヨモギトビハムシに似るが、 本種は体長が大き

く、 体は強く隆起する。 北海道から九州に広く分

布する。 愛知県からは恐らく初めての記録と思わ

れる。 三河港造成地内ではこの一例のみである。

38. スイバトビハムシ

Mantura clavereaui Heikertinger.1921

三河港造成地内では、 豊橋市神野新田町海岸草

地（長谷川・ 山崎1999)の記録のみである。 本種

は海岸部で記録されており、 確認場所では多くの

個体が見られる。

39. チャバネツヤハムシ

Phygasia fulvipennis (Baly.1874) 

数橋市神野新田町堰堤緑地， 30-IV-1995, lex. 

普通種であるが、 三河港造成地内ではこの記録

のみである。

40. ルリナガスネトビハムシ

Psy/Jiodes brettinghami Baly,1862 

蒲郡市浜町亀岩公園 ， 3-VII-2005, lex 

晩秋に吹きさらしの枯草に多くの個体が見られ

た。 豊橋市の吉前町、 神野新田町海岸草地（長谷

川 ・ 山崎1999)で記録がある。 三河港造成地内で

はこの他からはまだ見出されていない。（図1-G)

カメノコハムシ亜科 Cassidinae 

43. ヒメジンガサハムシ

Cassida fuscorufa Motschulsky.1866

豊橋市神野新田町海岸（長谷川・山崎1999)で

記録がある。 普通種であるが、 なぜか三河港造成

地内では少ない。

44. スキバジンガサハムシ

Aspidomorpha transparipennis 

(Motschulsky.1860) 

農橋市神野ふ頭町緑地公園 ． 5-VIl-2005, 2exs. 

周辺地域に多く分布している種なので、 普通に

移入したものと考えられる。 三河港造成地内では

食草ヒルガオも随所にあるため、 今後、 他所でも

見出される可能性の高い種である。（図1-H)

45. ヒメカメノコハムシ

Cassida piperata Hope.1842

御沖町安礼の崎， 24-Vl-2005, 7 exs. 

ほかに、 農橋市新西浜町 ・ 神野ふ頭町緑地公

園・杉山町中藻で確認している。 また、 豊橋市杉

山町中藻（長谷川・ 山崎1999)で記録がある。 近

隣にきわめて普通に見られる種である。

ほかに、 農橋市神野ふ頭町で採集している。 三 参考文献

河港造成地内では少ない。 1 . 木元新作・滝沢春雄(1994) H本産ハムシ類

41. ナスナガスネトビハムシ 幼虫・成虫分類図説 ． 束海大学出版協会 ．

Psylliodes angusticollis Baly.187 4 2. 長谷川追明・山崎隆弘(1999)動物・昆虫類・

御津町御幸浜 ， 30-Xl-2004. lex. コウチュウ目 ． 豊橋市自然環培保全基礎調査報

ほかに、 蒲郡市海陽町、 御津町佐脇浜、 豊橋市神 告害 ， 309-335. 悶橋市保健環境部環接対策課

野新田町総合スポ ー ツ公園で採集している。 周辺 3 . 山崎隆弘(2004)蒲郡市西浦半島のハムシ類

地域では普通の種であるので、 今後も各所で見出 虫譜， 43(1) : 17-20. 

されるものと思われる。 4. 山崎隆弘(2005)愛知県蒲郡市御栄山のハムシ類

三河の昆虫 ， （52) : 596-600.

トゲハムシ亜科 HISPINAE 5. 山崎隆弘・穂積俊文（1990)愛知県のハムシ科 ．

42. クロトゲハムシ 愛知県の昆虫（上） ：634-460.

Hispellinua moerens (Baly.1874) 

豊橋市神野新田町堰堤 ， 29-Xl-2004, 37exs. 
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Neope goschkevitschii (Menetries,1857) 

5- VI-2004.lex.目撃．27-Vlll-2004.lex．目撃 ．

＊調査地近くの同町の我が家では、 ナガサキアゲ

ハPapilio memnon thunbergii、 ツマグロヒョウモ

ンArgyreus hyperbius hyperbius、 クロコノマチ

ョウMelanitis phedima oitensis、 ツマキチョウ

Anthocharis scolymus、 ゴマダラチョウHestina

japonica、 ギンイチモンジセセリLeptalina unicol

orなどがこれまでに見いだされている。 前出の3

種は地球温暖化指標昆虫として記録すべき種であ

る。

＊蛾類については、 ホタルガ・アケビコノハなど

見いだしているが本報告では扱っていない。

デ ー タNTに指定されているハッチョウトンボが

確認されている。 他は平地に生息する暖地性の普

通に見いだされる種ばかりである。 これが同地の

ある程度まとまった初めての報告となる。

参考文献

l)恒川敏雄(1973)生物豊橋市立天伯小学校

2)浅岡孝知ほか(1980)渥美半島の昆虫．

東三河昆虫研究グル ー プ．豊橋市．

3)平嶋義宏監修(1989)日本産昆虫総目録

九州大学農学部昆虫学研究至・日本野生動物センター

4)浅岡孝知ほか(1999)豊橋市自然環境保全基礎調査

報告害（資料編） ．豊橋市

5)浅岡孝知ほか(2000)農橋の自然発見．数橋市

以上、 天伯湿原及びその周辺（湿原に面する森） 6)佐藤正孝ほか(2002)

に生息している昆虫は、 トンボ目2科7種、 カメム レッドデー タプックあいち動物編愛知県

シ目12科20種、 コウチュウ目15科36種、 チョウ目 7)林昌宏ほか(2004)郷土誌天伯問橋市立天伯小学校

5科8種、 総計4H34科71種を記録する。 確認され 8 )林正美・尾崎光彦(2004)

た種は一 部であり、 実際には何倍もの種が生息し 神奈川県昆虫誌神奈川昆虫談話会 ．

ているものと思われる。 今回の調査では、 レッド

ウスカバイロコメッキ豊田市に分布

ウスカバイロコメッキChatanayus ishiharai 

(Nakane et Kishii,1954)は体長9mm内外の黄橙色

をした暖地系の種である。 愛知県での分布の概要

は大平(1990)がまとめており、 岡崎市と田原市

和地から知られていたが、 その後に豊川市から大

平・ 浅岡(1998,2000)

が記録している。 成虫

は灯火に飛来するので、

そこで偶然に見出され

ることがあっても、 一

般の採集では簡単に得

られる種ではない。

このたび、 三河昆虫

研究会の岩月学氏が豊

田市矢並町で採集され

大 平 仁 夫

た1個体を調べることができた。 豊田市からはこ

れが最初の記録である。 この標本は箪者が保管し

ている。 ここに貴重な資料を調べる機会を与えら

れた岩月氏に心から感謝の意を表する。

標本： 1名豊田市矢並町．14-VIl-1998岩月学採集。

（図示した個体）。

引用文献

大平仁夫(1990) =河地方のコメッキムシ雑記（3)

鳳米寺山自然科学博物館報． （21) : 9-13 

大平仁夫・浅岡孝知(1998)新編豊川市史-10巻且然資料

（コメッキムシ科） ：239-243（豊川市）
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結び 生息場所での観察から、 タカサゴユリの

花期に、 花の無い株があれば、 幼虫に食べられて

いると考えてもよいように思われるので、 各地で

生息が確認されることを期待したい。

主な参考文献

愛知県の昆虫（上）別冊平成2年 愛知県昆虫分布研究会

原色昆虫大図鑑（第2巻）昭和56年 北隆館

原色日本甲虫図鑑（N)平成元年 保育社

安城市でカクモンキシタバを採集

小 鹿 亨

筆者は 安 城 市でカクモンキシタバ

Chrysorithrum amatum (Bremer & Grey,1853) 

を採集しているので、 本種の分布記録として報告

する。

かなり破損した個体であった。 あまり活発には

動いていなかった。 なお、 最近発行された安城市

史自然編の動物目録には本種の名前はない。 箪者

らは安城市史自然編の組纂に関わり、 ライト・ト

ラップ等による調査活動を数年にわたって行った

が、 その中では本種は確認できなかった。

引用文献

安城市史自然編目録 動物（2005)

安城市史福箱委員会自然部会．安城市．

l早 ．—VlD-2005安城市里町雁戸塚（筆者標本保管）

コオイムシを刈谷市で記録

小 鹿 〒

I 
を土

＼ぷ，『
1早 ．ll-lX-2005．刈谷市西榜草野池（第者標本保管）

筆者はコオイムシAppasus japonicus Vuille

froy,1864 を刈谷市北部で採菓しているので、 本

種の分布記録として報告する。

筆者が岸から投げたプランクトンネットの中に

偶然入ってきたもので、 現地は比較的大きなため

池で、 水中にはガガブタやタヌキモの仲間が繁茂

していた。

本種の分布などについて、 ご教示いただいた都

築裕一氏に感謝いたします。
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Vi． 宝飯郡御津町御幸浜(24-Vll-2005) 3. Paracardiophorus nakanei hindoensis Ohira,

海岸を埋立てて作られた公園であるが、 草地も 1997ホンドコハナコメッキ(1早）

あり樹木も茂っており、 ときに思わぬ種が見出さ 仄． 豊橋市新西浜町(24-VI-2005)

れる。 ミカワサビキコリもそれである。 l. Agriotes (Agriotes) ogurae ogurae Lewis, 

l. Agrypnus (Agrypnus) mikawaensis Ohira. 1894オグラカバイロコメッキ(8exs.)

1986ミカワサビキコリ(lり） ここでは山崎氏が多くの個体を採集されてい

2. Melanotus (Melanotus) legatus legatus る。

Candeze. 1860クシコメッキ（16'1早）

ツヤケシフトヒラタコメッキ雄の形態

ツヤケシフトヒラタコメッキActeniceromor

phus subopacus Kishii. 1982 は， 最初に八ヶ岳山

系の美濃戸や渋温泉付近で見いだされた雌個体に

基づいて新種として記載された体長10mm内外で

黒色、 やや扁平状の種である。 原記載以降、 本種

は山梨県、 長野県、 岐阜県などから記録されてい

るが、 いずれも山岳地で見いだされている。 また、·

本種の雄個体は大平・桐山(1997)が岐阜県濁川

温泉産を記録し、 若干の形態を報告しているし、

吉沢（1998)は長野県飯田市揺古木山産の雄個体

を記録しているが、 各部の形態はまだ図示されて

いないので、 ここに紹介する。

調査した個体の体長は10mm。 体はやや扁平で

両側は平行状（図A)。 黒色で光沢はやや鈍く、 体

毛は灰色。触角と肢は黒色～黒褐色。触角は短く、

末端は前胸背板の後角に達するかやや長い程度

で、 第2節は短小、 第3節から鋸歯状、 第4節は第3

節 よりやや長い程度（図B)。 頭部の前頭部は扉平

状で、 前頭横隆線の前縁中央分は抑圧されて不明

瞭である（図C↑)。 前胸背板は弱く膨隆し、 正中

部には平滑線や縦凹溝は生じない（図D)。 また、

前胸背板の後角背面には浅い1隆起線を生じる

（図E↑)。 雄交尾器の末端部の外形（背面）は図

示したようである（図F)。

末尾に、 この貴重な資料の提供をしていただい

た岐阜市の農島健太郎氏に心から感謝の意を表す

る。

大 平 仁 夫

図 A-E.ツヤケシプトヒラタコメッキの雄。
A.成虫体長10mm
B， 左触角の第2-4節
C， 頭部の背
D． 前胸背板の背而
E.前胸背板の右後角部
F.交尾器末端部， 背面。

調査標本：26'6'.岐阜県高山市朝日 ・ 御岳山麓．

26-VI-2005.豊島健太郎採集。 燈火に飛来。

（こううちの1個体を分解して図示）。

引用文献

大平仁夫，桐山 功(1997)ツヤケシフトヒラタコメッキ

雄の記録。 啓蟄4(36) : 11-12 

吉沢尚宏(1998)中央アルプス南部におけるツヤケシフト

ヒラタコメッキの記録。 月刊むし ， （334) : 35 
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調査できる。 しかし、 植林が盛んにされているこ

とでもわかるようにいろいろな脇道があり、 ガレ

場急傾斜地も多いので調査される際は、 充分に注

意されたい。

東栄町で新たに産地が確認できたので、 続いて

南部の鳳来町にチャレンジしたが産卵マ ー クすら

見つけることができなかった。 宇連lll山頂部しか

調査していないので、 鞍掛山や鳳来寺山へのピ ー

クにまだ充分生息の可能性があると思われる。 今

後はこれら設楽山地最南部の分布調査にチャレン

ジしていきたいと考えている。

参考文献

愛知の昆虫（上）愛知県 三河の昆虫(46)他

オオセンチコガネを額川町で採集

標本： 2？ 、 1早；額田郡額川町雨山 ，5-V-2005
鈴木栄二採巣

鈴 木 栄

オオセンチコガネGeotrupsauratusを本宮山

麓の額田町雨山で、 採熊したので報告する。 山道

脇の獣糞に集まっていた。

引用文献

大半仁夫(2004)オオセンチコガネを岡崎市で採媒

芝河の昆虫（51) : 573 

川井信矢 他（2005)日本産コガネムシ上科図説1巻

食糞郡 昆虫文献 六本脚

岡崎市本宿町から蛾屋の報告

前号(No.52: 2005-2)の報告で校正ミスがあり

ました。 ヤヒコカラスヨトウは誤りですので、 削

除をお願いします。 また、 新たに次ぎの種を追加

報告します。 採集者はいずれも松井本人です。

チャオビフユエダシャク(1 d',29- III-2004)

(1 d',9-III-2005) 

コナミフユエダシャク(1 d',30- I -2004)

松 井 直 人

キアシドクガ(1年 ， 14-VI-2005)

サカグチキドクガ(1辛 ， 27-VI-2005)

ヤマトホソヤガ（l 6',3-XI-1999)稀種です。

10年ぶりの再会でしたので、 ここに特に記録しま

した。
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であった。 一 瞬不安に感じたが各自数頭を採集し

たところで仲間川林道に向かうことにした。 成果

はクロテンシロチョウ（写真2)とオオゴマダラ

であった。

仲間川林道での採集は森林署の許可が必要な場

所である。 それだけにコノハ ・ カラス ・ クロアゲ

ハ ・ ヤエヤマイチモンジ ・ コウトウシロシタセセ

リ ・ ミカドアゲハ ・ イシガケチョウ等々が期待で ―

きる所である。 しかし、 日も傾き蝶類を採集でき

る状況ではなかった。 レンタカーで車止めまで入 （写真2)クロテンシロチョウ

った所で民宿池田屋に帰ることにした。
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この仲間川林道での採棠は森林署の許可が必要であり、 採集結果を報告する義務があることを付記し

ておく。

②西表島での2日間(10月18日）

同行の三人はそれぞれ個性を発揮して採集したり、 採集品を整理したりして過ごした。 お互いのペ ー

スや日常習慣を尊重することで和が保たれるのである。 同行の三人は年も重ねており、 ある程度自分の

力呈を把握しているので、 採集自慢がない。 世間話で終始する。 こんな採集旅行が後々まで続いた。 そ

れがいいのである。

2日目は民宿地の大原から白浜まで車を飛ばし、 そこから採集しながら大原に戻るコー スをとった。

白浜の旧道は採集の好ポイントとして知られているところである。 権田 ・ 水野は白浜集落から旧道へ、

寺下は反対側の旧道入り口に車を回して採集することにした。 旧道は車止めがしてあり、 車での通り抜

けは出来ないようになっている。 採集には格好の場所である。 道路端にはセンダングサが咲き、 スジグ

ロカバマダラやリュウキュウアサギが戯れている。 頭上は亜熱帯特有の樹木が覆い、 所々で薄日が差し

込んで道路を明るくしている。 そんな木々の間をカラスアゲハ ・ アオスジアゲハが舞い、 シジミチョウ

類もチラチラと飛び交っている。 じっくり見ればジャノメ ・ ヒカゲ・ セセリチョウ等も結構居る。 この

ポイントは樹高もあり、 引き抜き式の長竿が有利である。 1時間ほどで次の採集地へ向かうことにした。

祖納 ・ 星立は福木に囲まれた民家が点在して美しい集落である。 ブッソウゲの花にツマベニが来てい

るのではないかと探したが、 花自体も少なく確認することができなかった。 オオゴマもいないために一

般種を採集して相納 ・ 星立を後にした。

浦内川河口で昼食を摂るとともに、 採集に従事した。 この一帯は観光地でもあり各種の花が色とりど

りに咲いていた。 その花にアゲハチョウ類・ マダラチョウ類が飛翔してきて数を増やすことができた。

当初は手当たり次第に採集していたが、 徐々に品定めをしながらの採集になってきた。

オオゴマを求めて砂星の浜（住吉地内）へ行ったが、 皆無であった。 どうも台風が影響しているよう

である。 大原の港までの帰路、 美原（由布島） ・ 古見の野生動物保護センター、 サキシマスオウノキ群

落を寸暇を惜しんで見学して石垣市に向かった。

2)竹富島

③竹富島(10月19日）

年齢60歳、 70歳ともなると夜の活動は静かなものである。 宿泊した石垣グランドホテルから歩いて

5·6分の美崎町は飲食業で成り立っている繁華街である。 そういう所はとっくに卒業済みとばかりに、

ホテル内で採集品の整理や雑談で終始してしまった。
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昆虫採集旅行最終日である。 時間的にはまだ採集できる余裕があったが、 後ろ髪を惹かれる思いで帰

宅準備に取りかかった。 手荷物の一部は波照間郵便局から
“

ゆうパック
”

で発送する。これも一つの手

である。 色々学ぶことも多かった今回の採集旅行。 この経験をどう生かしていくかが課題であると感じ

ながら機内に入った。

4おわりに

八重叫昔島を採集地に選択した場合に、 まず頭をよぎるのは台風のことである。何度訪問しても多か -i

れ少なかれ台風の影響を受けている。惨めなのは直接台風に出会うことである。 最低3日間は身動きが ］ 
取れなくなってしまう。 台風の前後の場合も船の欠航で希望の島へ渡れないことがある。

今回の訪島では台風20号の動向を心配したが、 幸いにも八重島諸島を外れたので計画通り実施するこ

とが出来た。しかし、 これまでの台風の影響を島全体が受けていたことを実感せざるを得なかった。台

風を直接に受けるか、 台風前後の渡航不安定な時か、 台風が過ぎて草木が芽吹き蝶類が発生しだした時

か、 草木が生い茂り蝶類の発生のピークの時かはその時の運である。 私たちの訪島は、 蝶類が発生しだ

した直後であり、 納得できる採集もできて運がよかったと思いたい。

八重山諸島は当地とは気候風土がまったく異なる。蝶類もしかり。何度訪島しても飽きることはない。

常に感動を与えてくれる島々である。 この年に1度、 否、 数年に1度の訪島が再度地元の昆虫に目を向け

る気持ちを高める契機ともなるのである。 また何時の日か訪島できることを夢見て子どもとともに地元

の昆虫に接する今日この頃である。

三河港埋立地でチビサクラコガネを確認
山 崎 隆 弘

愛知県におけるチビサクラコガネAnomala schoenfeldtiは、 渥

美半島から幾橋市石巻山にかけてと、 知多半島など海岸部に見ら

れる小型のコガネムシである。 このたび、 筆者は三河湾の埋め立

て造成地の植栽林から見出したので報告する。（図示した個体）

採集記録：愛知県豊橋市新西浜町 27- V -2005. lex.山崎隆弘。

＊三河毘虫研究会への入会案内＊

三河昆虫研究会は、 会報「三河の昆虫」を年1回と連絡紙の「三河の昆虫（通信）」を複数回 

発行し、 地域の昆虫相の解明につとめています。 入会希望のかたは、 年会費3.000円を添えて下 

記あて申し込みください。




